


視察報告書【１】 

委員会名 地域生活委員会 委員名 中尾 俊和 

視察日時 令和７年７月２９日（火）午後１時３０分～午後２時４０分 

視察先・概要 
国立研究開発法人防災科学技術研究所（茨城県つくば市） 

 人口：262,006 人(令和７.７.１現在) 面積：284.1㎢ 

視察内容 災害に強い社会の実現 

選定理由 

防災科学技術研究所では、「生きる、を支える科学技術」を担う研究

機関として、あらゆる自然災害を対象に基礎研究及び基盤的研究開発

から災害実務現場での知見・経験・ニーズを活用した出口志向の研究

開発を推進する機関である。今回の視察で最新の研究について見学す

るとともに過去の大地震のシミュレーターによってその脅威を体験す

ることにより本市の防災・減災に役立てたいため。 

豊田市の 

現状と課題 

豊田市は、広大な市域に様々な自然環境が存在する地域であり、ま

た、近い将来に大規模な地震の発生が予測されている地域でもある。

市民の安全・安心を守るために最新技術の導入検討や実際の災害復興

等への備えに対する知識が必要である。 

視察概要 つくば市にある、防災科学技術研究所にて、研究所の取組紹介 DVD

の映像鑑賞のあと、研究所員の高橋様による、施設見学及び、「地震ザ

ブトン」と呼ばれる大地震シミュレーシ

ョンで地震の揺れを体験させていただい

た。施設見学では、「巨大岩石摩擦試験機」

という施設を見学し、地震は断層が食い

違いすべる自然現象で、そのすべり方に

より地震の起こり方が変わるため、自然

の断層に近いサイズで地震を再現し、性質を調査するための施設で世

界最大級の装置とのこと。また、世界最高レベルである１時間に１５

ミリ程度～３００ミリ程度の雨を降らすこと、及び風速２０メートル

程度の風を起こすことができる「大型降雨実験施設」も見学した。 

評価と 

その理由 

今回の地震体験では、「阪神淡路大震

災」や「東日本大震災」等の実際に発生

した地震のデータをもとにその揺れを再

現し体験した。実際の揺れを体験するこ

とで、いざという時に何もできない、ま

た、それに対する備えが大事だと言う事

を改めて感じた。 

本市に反映 

できること 

市民向け防災教育の強化 

困難なことかもしれないが「地震ザブトン」のような体験型教育を導

入し、災害時の行動理解を深めることや映像教材を活用した防災講座

の開催。実験施設で得た知見をもとに、公共施設や避難所の耐震性能

を再評価及び、降雨実験の知見を活かし、都市型水害への備えの強化

を豊田市の今後に備えに反映できると考える。 



その他 

（意見・課題

などあれば） 

「地震ザブトン」以外の施設について

は、外から見学するだけで動いている様

子や近くでの見学ができなかったこと

は、少し残念であった。施設が動いてい

る動画がありそれを見ながら、説明を受

けられればもっと良い視察になると感じ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



視察報告書【２】 

委員会名 地域生活委員会 委員名 中尾 俊和 

視察日時 令和７年７月３０日（水）午前１０時～午前１１時３０分 

視察先・概要 
秩父広域市町村圏組合（埼玉県秩父市） 

 人口：56,680 人(令和７.７.１現在) 面積：577.8㎢ 

視察内容 水道事業広域化の取組 

選定理由 

秩父広域市町村圏組合は、埼玉県の西部に位置する秩父地域の１市

４町における、ごみ処理や消防業務、水道事業を始めとした１１の事

業を共同処理している地方自治法に基づく特別地方公共団体である。

その事業の中でも今回は、水道事業の広域化について視察し、水道事

業広域化の効果や懸念事項について、先進事例から知見を得ることに

より市政に役立てたいため。 

豊田市の 

現状と課題 

豊田市でも、愛知県が策定する矢作川流域の水道事業を広域処理に

移行するための推進プランにおける準備会に所属しており、水道事業

の広域化に向けた検討に際し、市民に負担がかからないようにどのよ

うな懸念や注意があるかの情報収集が必要である。 

視察概要 

秩父広域市町村組合圏水道局 橋立浄

水場管理棟にて、組合議会議長の赤岩様

からご挨拶を頂戴し、水道局 北堀水道

局長、経営企画課 小林主任より、秩父

広域市町村圏組合が取り組まれている秩

父地域の水道広域化の取組の経緯や具体

的な内容などについて説明を受け、その

後質疑応答や意見交換、そして、施設見学を実施した。 

評価と 

その理由 

平成 21 年 9 月に秩父市が中心市宣言を行い、1 市３町で、平成 23

年 9 月には新たに１町を追加して、1市 4

町で「ちちぶ定住自立圏形成協定」が締

結され、その取組の一つとして「水道事

業の運営の見直し」を行うこととなった。 

組合では、各市町村の水道事業の状況を

把握し、それぞれの特徴や問題を洗い出

し、将来に考えられることとして、水道

料金の更なる高騰や水道に携わる技術者不足などの懸念があり、その

課題について、短期的・中期的・長期的に分けて、実施する事業など

を「広域化準備室」を設置して推進した。その中で、「収入面での問題」・

「支出面での問題」の２つの大きな問題への対応として、人口減少や

施設・管路の老朽化問題の取組を強化したこと。また、その際には、

広域化を行い補助金の活用や業務の効率化や集中管理などの効率的な

運営による供給価格の抑制につなげたことは評価できる。 

本市に反映 

できること 

今後の広域化に向けて前向きに検討が必要な中、豊田市の課題や懸

案事項をしっかりと洗い出し、統一に向けて進めていくことと、広域

化に伴う将来像をしっかりと見据えて、そこに向かって取り組むこと

が必要と感じた。 



その他 

（意見・課題

などあれば） 

課題としては、職員の人材不足と高齢

化とのこと。この課題に対しては、本市

においても十分に考えられる課題と認識

している。人材を適正に確保しつつ、広

域化を図ることを進めていくことが必要

であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

視察報告書【３】 

委員会名 地域生活委員会 委員名 中尾 俊和 

視察日時 令和７年７月３１日（木）午前９時３０分～午前１１時 

視察先・概要 
栃木県鹿沼市 

 人口：21,614 人(令和７.６.１現在) 面積：490.6㎢ 

視察内容 民間との連携による消防団イメージアップ 

選定理由 

鹿沼市では、時代に合った消防団員の確保対策や環境整備の対策を

するために宇都宮ヤクルト販売株式会社と「消防団活動の充実強化に

向けた支援に関する協定」を締結し地域の安全・安心に繋げていく活

動を実施している。今回の視察を通じて、本市の強みである民間企業

との連携に関する先進事例から知見を得ることにより本市の消防団の

課題解決に役立てたいため。 

豊田市の 

現状と課題 

豊田市でも、消防団員の高齢化や担い手不足が課題となっており、

時代の変化に合わせた消防団組織や活動の在り方を検討することが必

要である。 

視察概要 

鹿沼市役所にて、鹿沼市議会 副議長の石

川様よりご挨拶を頂戴し、その後、消防本

部 渡辺消防指令より、「官民連携による

消防団イメージアップ」について、経緯や

取組についてご説明を受け、その後質疑応

答、意見交換を実施した。説明では、鹿沼

市の消防団の現状や鹿沼市消防団地域防

災力充実強化ビジョンの概要、消防団地域強化に向けた施策、そして、

今後の課題や取組ついて詳細な説明を受けた。 

評価と 

その理由 

大雨による川の氾濫及び、首都直下型地震や南海トラフ巨大地震等が

予測される中で、市として最悪の事態を想定し「消防団を中心とした

地域防災力強化」を推進することが必要としてビジョンを策定した。

アンケート調査によって明らかになった市民の消防団に関する不安を

拭うために、ＰＲ動画やトレーディングカード等を作成したイメージ

アップの取組は評価できる。 

本市に反映 

できること 

鹿沼市の他機関や民間企業と連携して、消

防団の団員を確保する取組は、本市でも多

くの企業があるため、大いに参考になると

感じた。民間企業への働きかけを強化し

て、消防団の取組に対する理解活動につな

がると感じる。 

その他 

（意見・課題

などあれば） 

消防団員増加の成果については、この取組

がスタートして日が浅いことから、これか

らとの事だが、しっかりと成果として消防

団員の増加につながることを期待する。 

 


